
様式の説明
・事故発生状況報告書は、過失割合を算定する場合の基礎となる重要なものですから
事実に基づき公正に作成してください。
・事故現場に信号機がある場合は、色を記入願います。

事故発生状況報告書

被保険者は、必ず乙の欄（被害者）に
記入願います。

図面の説明（事故状況）を簡潔に記入願います。

報告者の記名捺印が必要になります。



様式の説明
・第三者行為基本調査書は、請求先を確認する重要な書類ですから、できるだけ詳
細に記入してください。
・任意保険担当者が分かる場合は、記入願います。

第三者行為基本調査

保険者名を記入願います。

被害者欄

加害者欄

任意保険の契約が無い場合は、『無』に○を記入願います。

任意保険担当者名を記入願います。

加害者車検証から転記願います。



様式の説明
・被保険者（被害者）に誓約いただくものです。念書の趣旨を十分ご理解のうえ提出
ください。誓約者は、被保険者本人ですが、被保険者が未成年の場合は、親権者等
の監督義務者の記名捺印が必要となります。
・医療費を国民健康保険にて一時的に立替えていることをご理解ください。

念 書

記名捺印が必要になります。

交通事故証明書で確認のうえ、事故発生年月日を記
入願います。



様式の説明
・誓約書は、保険者の代位取得した求償債権の確保するために、加害者に誓約いただ
くものです。
・被害者の過失が大きいなどの理由で記入いただけなかった場合は、その旨余白ス
ペースに記入ください。（例：「加害者の協力を得られなかった」等）

誓約書

記名捺印が必要になります。



ポイント
①交通事故証明書が物件事故の場合及び被害者名の記載がない場合、人身事故証明書入手不能理由書を作

成します。

様式の説明
・警察に交通事故の報告をしていない場合や、交通事故証明書の右下「事故の種別」

欄が「物件事故」となっている場合には、交通事故のケガに対する損害賠償金の請求

ができません。そのため当該事故でケガしたことを証明すると共に、実際は「人身事

故」の事故証明書であるべきが「物件事故」として処理された理由を説明するもので

す。

人身事故証明書入手不能理由書

該当理由に○をしてください。（複数可）

記入者に○をしてください。 下記は保険会社が使用しますので記載不要です。

事故証明書に名前が無い場合等は次頁の記載が必要です。


